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地方都市を中心に商店街が空洞化するなか，阪急西宮北口駅前の『にしきた商店街』は，空き店舗が少

なく，人通りも多いなど一見問題がないように見えるが，実際には自動車が多く安心して歩けない，生活

に密着した店舗が減少し周辺の住民にとって不便なものとなるなど，問題を内包し漠然とした将来に対す

る不安があった．このような状況を踏まえ，我々はにしきた商店街を対象に，目指すべき商店街の姿を設

定し，魅力的な商店街づくりを検討することとした． 
にしきた商店街では，来訪者及びまちの表情が時間帯ごとに変化することから，時間軸に着眼点をおき，

朝・昼・夜という時間帯ごとに課題を抽出・整理し，それぞれの解決方策を検討し，商店街を含めた地域

へ提案した結果，地域からの評価と継続的な活動の期待を得ることができた． 
本稿は，上記の検討した過程と内容を報告するとともに，解決方策を実現するために取り組むべき社会

実験について考察する． 
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１．はじめに 

 
地方都市を中心に駅前の商店街では，空き店舗が

多く空洞化が問題となる中，阪急西宮北口駅前の

『にしきた商店街』は，利便性の高さなどから，人

通りも多く空き店舗はすぐに埋まるなど一見すると

問題がないように見える商店街である． 
しかしながら時代の変化により，商店街から生活

に密着する店舗が減少し変わって塾や不動産店，飲

食店が増えたことで，周辺住民にとって不便なもの

となるとともに，商店街内のコミュニティも希薄化

が進んでいる．また，送迎用の一般車やタクシーに

より商店街を通過する自動車が増えたことで安心し

て歩けなくなるなど，漠然とした将来に対する不安

を抱えていることも現状である．一方，“特定非営

利活動法人持続可能なまちと交通を目指す再生塾”

（以下，「再生塾」という）は，持続可能なまちと

交通をめざして総合交通政策を進めていくために最

も重要な課題である“人材”に着目し，有用な理論

的・実践的情報を共有し意見交換を通して目的観と
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夢を具現化する趣旨で，２００７年度から活動して

きた 1) 2) 3) ． 
２０１３年度の再生塾の人材育成研修では，にし

きた商店街を対象に，目指すべき商店街の姿を設定

し，地域とともに魅力的な商店街づくりを検討する

ことになった．研修においては，現地調査や関係者

へのヒアリングを行う中で，にしきた商店街の来訪

者及びまちの表情が時間帯で変化するという特性を

ふまえ，朝・昼・夜という時間帯ごとに課題を抽

出・整理して問題点を明らかにすることにより，具

体的な取り組み課題に対する解決方策について，商

店街を含めた地域に提案した結果，地域からの評価

と，我々の継続的な商店街づくりの活動への期待を

得ることができた． 
本稿では，商店街が持つ課題に対する解決策とし

て，時間軸に着眼点おいたまちづくりという新たな

発想とともに，再生塾という人材育成の場において，

行政とコンサルタント，ならびに地元関係者が協働

した施策検討，地域に提案した取り組み内容につい

て紹介するとともに，取り組みの中で得られた知見

について考察するものである． 

 

2. 西宮市の現状 

 
にしきた商店街のある西宮市は，兵庫県の南東部

の大阪と神戸の中間に位置し，交通面では，大阪と

神戸を結ぶ阪急神戸線，JR 神戸線，阪神本線が市

南部の東西方向を貫いており，南北方向は，宝塚駅

と今津駅を結ぶ阪急今津線が結んでいる．（図-１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

にしきた商店街の最寄り駅である阪急西宮北口駅

は，特急で大阪（梅田駅）へ１４分，神戸（三ノ宮

駅）へ２０分と，主要駅まで非常にアクセス性がよ

い．また，阪急西宮北口駅，JR西宮駅及び阪神西宮

駅を阪急バスと阪神バスが結んでおり，非常に交通

至便な所である．（図－２） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－2 西宮北口駅のアクセス状況 

 
一方，西宮市の人口は現在も増加しており，その

中で西宮北口は関西の住みたいまちランキング4)で，

２年連続首位となった人気の高いエリアであり，人

口，世帯数とも増加している． 

また，国立社会保障・人口問題研究所による阪神

間の都市の将来人口推計は図－３のとおりで，各都

市とも２０４０年には人口が減少しているが，その

減少の度合いは当該西宮市が一番低く，２０２０年

までは他の都市はほぼ横ばいか，減少傾向にあるな

か，西宮市は増加する予想であり，当面人口減少に

よる影響をうけにくい． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－3 阪神間の都市の将来人口差推計 

 

3. にしきた商店街の現状と課題 

 
(1)にしきた商店街の位置 

西宮北口駅周辺は，阪急神戸線・今津線により，

東西南北の４地域に分かれている．そのうちにしき

た商店街は北西地域に位置する．（図-４） 

  

図－１ 西宮市と西宮北口の位置 
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図－4 西宮北口駅周辺模式図 

 

(2)にしきた商店街の変遷 

阪神淡路大震災以前の西宮北口駅周辺は，北東地

域に木造低層でかつ狭小な店舗併用住宅が密集して

西宮一の市場を形成し，南西地域は中層集合住宅な

どが中心，阪急西宮球場のある南東地域は，市場や

戸建て住宅，にしきた商店街が位置する北西地域は，

中層商業ビル等が立地していた．（図－５） 

阪神淡路大震災で，北東地域，南西地域は大きな

被害を受けたが，南東地域と北西地域は被害が少な

かった．（図－６） 

そこで，震災の被害が大きかった北東地域及び南

西地域は，土地区画整理事業と市街地再開発事業に

より再整備が進められ，北東地域は高層の複合ビル

を中心としたまちづくり，南西地域は兵庫県立芸術

文化センターを中心としたまちづくりが行われた．

また，その後，震災による被害は少なかった南東地

域も，球場が廃止され跡地が商業施設として再整備

され，３つの地域ともまちの様態は激変した． 

しかし，震災による被害の少なかった北西地域の

にしきた商店街付近は，修復的なまちづくりが進め

られ，昔ながらの街路構成を保っている．（図－７） 

再整備のプロセスにおいて，にしきた商店街にあ

ったスーパーマーケットが北東地区再開発事業の複

合ビルへ移るなど，にしきた商店街の店舗構成が変

わってきた．また，平成２１年度より商店街を含む

北西地域では，西宮北口駅北西地区都市再生整備計

画事業が進められている． 

 
(3) にしきた商店街の現状と問題点 

西宮北口駅周辺のにしきた商店街以外３地区は，

再開発によりビルの中ではにぎわいがあるが，空の

下で歩くことができ，開放的なにぎわいをつくれる

のはにしきた商店街しかなく，貴重な空間となって

いる． 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－5 震災前の西宮北口駅周辺の地域 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－7 現在の西宮北口駅周辺の地域 

凡例 
色区分 災害の名称 災害の状態 

 倒壊及び大きな破損 家屋・ビルディング・工場等の倒
壊及び大きな破損 

 倒壊及び大きな破損で，3
階以上の高層建物 

倒壊及び大きな破損のうち，3 階
以上の高層建物 

 
軽微な破損 

家屋・ビルディング・工場等の軽
微な破損で 3 階以上の高層建物を
除く 

 軽微な破損で，3 階以上
の高層建物 

軽微な破損のうち 3 階以上の高層
建物 

 火災 
（焼失範囲） 

家屋・高層建物等の建築物の全焼
又は一部焼失 

図－6 平成7年兵庫県南部地震災害現況図（第

Ⅱ版） 平成7年4月 国土地理院 

西宮北口駅 

N

N

N

N
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現地調査の結果，現在のにしきた商店街の店舗構

成は，図－８に示すとおり，学習塾，飲食店，不動

産取引会社の順となっており，学習塾と居酒屋がそ

れぞれ30％強と非生活関連店舗が大半を占めている． 

また，商店街の９５棟の建物のうち，８６％にあ

たる８２棟が３～５階建ての中低層のビルになって

いる． 

 
 
 
 

 

店舗構成をみると，学習塾と居酒屋は主に夕方か

ら夜にかけて開店していることから，昼は買い物客，

夜は学習塾や居酒屋へ行く人など，時間帯毎に来訪

者が違うため地区の問題点も朝昼夜で違っているの

ではないかという仮説をたて，朝・昼・夜の各時間

帯について，現地調査を実施した． 

その結果，表－１に示すとおり，朝・昼・夜の時

間帯毎に来訪者が変わり，まちの表情も時間帯毎に

変化する特性を掴んだ．  

 
 

 
 
 
 
 
 図-8 商店街の店舗構成 

図-8 商店街の店舗構成 

表－1 朝・昼・夜のにしきた商店街の現状と問題点 

 朝（５時～９時台） 昼（１０時～１７時台） 夜（１８時～２３時台） 

主な来訪者 ・周辺住宅からの通勤，通
学の通行人が多い 

・商店街の周辺住民
・商店街店舗利用者 

・塾への通学者及び送迎の
親 

・飲食店（飲み屋）利用者 
来訪者の主な
活動範囲 

・駅周辺 ・商店街全域 ・塾と飲食店が集中するエ
リア 

・北側は人通りが少なくな
る 

交通状況 ・歩行者は車が走る商店街
を避け，裏道を通行して
いる 

・駅への送迎車が主であ
り，帰路に商店街を通行
している 

・放置自転車はほとんどな
し 

・通過交通が商店街を通行
・各店舗の荷捌き車など商

店街に関連する車が活動
する 

・歩行者は車に注意しなが
ら店舗を利用 

・放置自転車はほとんどな
し 

・塾への送迎，タクシーが
商店街を通行 

・歩行者は車に注意しなが
ら店舗を利用 

・放置自転車が多く歩きに
くい 

・全ての交通が錯綜 

主な店舗 ・カフェの一つも空いてい
ないため，通行人は商店
街を素通りしている 

・生活に密着した店舗が減
少したため，高齢者が少
し離れた商業施設へ行か
なければならない 

・不動産屋が営業 

・学習塾（小中学生対象）
が授業を行っている 

・飲食店（主に居酒屋）が
開店 

コミュニティ ・足を止めて休むスペース
がないため，通行人は商
店街とほとんどかかわら
ない 

・商店街と周辺住民のコミ
ュニティが希薄化してい
る 

・飲食店は多いが，まち全
体で楽しめる雰囲気がな
い 

・街頭で飲食店への呼び込
みがある 

問題点 ・周辺住宅から訪れる多く
の通勤，通学の通行人が
素通りしており，まちの
にぎわいが失われている 

・生活関連施設が減少し，
商店街と地域とのコミュ
ニティの希薄化が進む
と，地域のつながりの場
としての魅力が失われて
しまう 

・通過交通だけでなく放置
自転車が多いため，安心
して通行できない 

・街頭での呼び込みが増え
ると治安が悪化する 

・居酒屋だけでは，来訪者
が楽しめる魅力が少な
い． 
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現地調査及びにしきた商店街関係者へのヒアリン

グ結果より，朝・昼・夜に整理した結果，一見問題

がなさそうに見えるにしきた商店街にも，以下のよ

うな問題を抱えていることが分かった． 
・生活関連施設は北東地区にスーパーができたあと

減少したが，利便性がよい所であることから，空

き店舗に塾や不動産店など非生活関連店舗が入居

した 

・非生活関連施設が増えたことにより，送迎用の車

やタクシーなど，商店街を通過する交通量が増え

安心して歩けない 
・生活関連施設の減少に伴い，今までにしきた商店

街を利用していた周辺住民の利便性が減少した 
・商店街と周辺住民だけでなく，商店街店舗間のコ

ミュニティの希薄化が進んでいる 
・夜はにぎわいがあるが，朝はにぎわっておらず，

昼のにぎわいも薄れ始めている 
そこで，問題を解決し商店街のにぎわいを作り出

すには，特性である時間帯毎の来訪者とまちの表情

の変化を活かすことが最善であると考え，時間軸に

着眼点をおき，朝・昼・夜の時間帯毎に検討を行う

こととした． 

 
（4）取り組む課題の整理 

にしきた商店街では，空の下で開放感があるにぎ

わい空間をつくれる貴重な空間であり，他の３地区

にない魅力がある．一方，にしきた商店街のにぎわ

いは夜だけになりつつある． 

そこで，この貴重な空間を活かし，にしきた商店

街を一日中にぎわいのある場所にするためには，次

の３つの課題に取り組む必要がある． 

 

a)歩行者の通行の安全性を確保する 

商店街を通行する車や違法駐輪が歩行者の通行を

妨げており，特に交通が錯綜する夜の時間帯を中心

に歩行者の安全性を確保できるかが課題となる． 

b)歩行者を滞留させにぎわいを創出する 

朝の時間帯素通りする通行人など，彼らをまちの

にぎわいに変えるには，ふらっと立ち寄りたくなる

店や，ほっこり憩える公開的なスペースを創出でき

るかが課題となる． 

c)コミュニティの可視化を図る． 

周辺住民との間や商店街店舗間で希薄化している

コミュニティを改善するには，歓迎，おもてなし，

連帯のメッセージなど，まちと人とのつながりやふ

れあいを感じられ，目に見えるようにすることがで

きるかが課題となる． 

 

4．目指すべき商店街の姿 

 
（1）目指すべき将来像 

西宮北口を訪れた人が立ち寄り，歩きたくなる商

店街づくりが必要であると考え，目指す商店街の姿

を「ぶらぶら寄り道したくなるにしきた商店街」と

設定した． 

目指す商店街の姿を実現するため，整備方針，具

体的な施策案，施策案を検証するための社会実験の

提案について検討した． 

 
 
（2）実現するための整備方針と時間帯毎の理想像 

取り組む課題で整理したキーワードとなる，歩行

者の安全，にぎわい，コミュニティを基に，目指す

商店街の姿の実現を図るための整備方針として以下

の３点を設定した． 
a)安心して歩ける商店街 

・人と車が共存する昼の時間帯での速度規制 
・人と車が錯綜する夜の時間帯の通行規制 
・放置自転車の規制 
b)にぎわいあふれる商店街 

・にぎわい軸となるメインストリートの形成 
・こだわりのある店舗等，朝や昼の来訪者が入

りやすい店づくり 
・文化芸能活動の活性化 
c)つながり，ふれあいを感じる商店街 

・昼に訪れる周辺住民がふれあえ，つながりを

もつことができるコミュニティ拠点の整備 
・公園や河川敷を活用したふれあい空間の整備 
・商店街と地元のつながり強化 
課題で述べたとおり，にしきた商店街が目指す姿

は一日中にぎわいがある商店街であることから，こ

の整備方針に基づく，朝・昼・夜の理想像は以下の

ようになる． 

 
a) 朝の理想像 

・送迎車を商店街から迂回させることで安心し

て歩ける商店街となり，大勢の歩行者が商店

街を通行する 
・駅周辺が，カフェを配置したコミュニティ拠

点となり，商店街の魅力が向上する 
b) 昼の理想像 

・車の速度制限をすることで，歩行者は安心し

てゆったりと歩くことができ，歩行者と自動

車が共存する 
・駅周辺に加え，商店街の奥にコミュニティ拠

点を作り，それをつなぐにぎわい軸を形成す
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ることで商店街に歩行者を呼び込む 
・公園や河川敷を利用し，商店街全体でふれあ

える場所を増やすことで，地域とのつながり

が深い商店街としての魅力が向上する 
c) 夜の理想像 

・車の通行を時間規制するとともに，路上での

文化芸能活動を認めることで，安心して楽し

みながら歩ける商店街となり，大勢の来訪者

が訪れる 
・商店街全体でふれあえ楽しめる場所とすると

ともに，商店街店舗同士が防犯意識を高める

ことで，来訪者が安心して楽しめる商店街と

しての魅力が向上する 
以上の３つの理想像を総括すると図-９に示す通

りとなる． 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図－9 にしきた商店街の理想像 

 
(3)具体的な施策の提案 

整備方針に基づく理想像を実現するための具体的

な施策案として，次の５案を提案する． 
a)ゾーン２０の導入 

店舗への搬入車や駐車場利用車など，商店街の関

連車両が通行する昼の時間帯は車を通行止めするこ

とはできない．一方，商店街の道路幅員は広くはな

く（６ｍ程度）店舗が多いためスピードはだせない．

そこで，エリア内の規制速度を２０km/h にするこ

とにより，歩行者や自転車が安心・安全に，沿道を

散策しながら通行できるようにする．ゾーン２０の

導入範囲は，昼の来訪者が活動する商店街全域とす

る．（図-１０）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-10 ゾーン２０の導入範囲 

 

b)車両通行禁止の時間規制 

エリア内の車両を時間帯に応じて，通行禁止とす

ることにより，安心・安全な歩行空間を確保でき，

沿道で文化芸術活動を行うことも可能になる．しか

しながら，商店街の全面的な車両通行禁止は周辺地

域などへ与える影響が大きいことから時間帯を絞る

必要がある．そこで通行禁止時間帯は時間軸の現状

と問題点の検証結果から，人・車・自転車が交錯す

る夜の１８時から２３時と設定する．また，来訪者

が夜と同様になる休日の１２時から１７時も車両通

行禁止とすることが考えられる． 

なお，対象エリアは規制時間と合わせ，夜の来訪

者が活動するエリアとする．（図-１１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-11 車両通行規制の時間規制範囲 

 

c)メインストリート（にぎわい軸）の形成 

「ゆっくり楽しみながら歩ける道路」にすること

をめざし，空間に活気と求心力を高めるため，メイ

ンストリートを形成する．（図-１２） 

 

 

夜は人通りが

少ない 
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図-12 メインストリートの整備イメージ 

 

a）２つの拠点をつなぐ軸としてこだわりのある

飲食店や店舗，来訪者が入店しやすい顔が見

える店舗として，中が見える店舗やオープン

テラスがある店舗を集積させるなど商店街組

合が誘導を図る． 

b）夜の通行規制時間帯は，路上で文化活動を可

能にすることでまちの魅力を向上させる．こ

れらの路上の文化芸術活動により，自転車の

路上駐輪を抑制する効果も期待できる． 

c）商店街組合が夜間パトロールなどを行い，街

頭での呼び込みを防止することで，安心して

歩くことができる． 

 
d)「にしきたつどいの場」の整備 

主に，昼の時間帯の課題である地域のつながりの

場として，周辺住民や来訪者が集える場を整備する． 
場所は商店街奥にある既存施設（旧コープ）を活

用し，コミュニティの強化及び商店街周辺住民の利

便性向上を目的とし，以下の機能をもたせた施設と

して整備する． 
・様々な世代が交流できる語らい空間 
・インターネットにより，この場所で周辺の大規模

商業施設から買い物ができ，商品もこの場所で受

け渡しできるアンテナショップ 
・にしきた商店街のイベント情報やクーポンなどを

発行する情報発信の場 
また，商店街の事務局を併設することで，当該施

設が中心となり，商店街の活性化を進めることが期

待できる． 
 

e)「津門川親水空間」の形成 

商店街の西に流れる津門川には，道路から水辺に

降りる階段や川底を歩ける空間を整備し，みんなが

気軽に「水」に親しめる親水空間とすることで，ふ

れあいを感じる商店街としての魅力を向上させる． 

 

5．社会実験の提案 

 

図－13 施策体系図 

 

具体的な施策案の実現に向け，施策導入による効

果と問題点課題を検証することを目的とした社会実

験を実施する．この社会実験では，図-１３に示す

交通規制の検証とイベントの検証とコミュニティ拠

点の検証を行う． 
交通規制は，ゾーン２０の導入と車両通行禁止の

時間規制とメインストリートの形成を行う．イベン

トは，路上パフォーマンスを可能とする（仮称）文

化芸術特区の設定を行う．コミュニティ拠点は，イ

ンターネットを活用したアンテナショップの仮設及

び津門川への親水空間を確保する．それぞれ，次の

ような検証を行う． 
交通規制によって，安全安心に歩くことができる

効果と交通渋滞の発生や近隣住民・商店に対する弊

害を検証する． 
イベントでは，にぎわい創出効果の検証を行うと

ともに騒音などによる近隣住民・商店に対する弊害

を検証する． 
コミュニティ拠点では，まちのにぎわいの創出の

可能性を検証するとともにその実現可能性及び事業

の継続性の検証を行う． 

 

6．まちづくりの実現に向けて 

 

目指すべき姿「ぶらぶら寄り道したくなるにしき

た商店街」を実現するためには，商店街が独自に継

続性をもって事業の進捗を図る必要がある．しかし，

商店街が本稿で述べた施策を最初から独自で実施す

ることは困難であり，まちづくりが軌道に乗るまで

の間は，まちづくりの専門家による助言や援助が必

要と考えられる．そこで，まちづくりの実現を可能

とする３つのステップを提案する． 

・Step1 社会実験の実施と検証 

 

 

 

 

  

路上駐輪 

↓ 

路上ライブ絵画等

の路上販売 
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・Step2 住民主導のまちづくりの力の醸成 

・Step3 住民主導のまちづくりの実現 

 
Step1：社会実験の実施と検証 

まちづくりの実現に向けて，まず社会実験を実施

し，施策案を実現するために生じる課題などの検証

を行う．社会実験の実施内容については，再生塾と

地元住民でまちづくりワークショップを開催し，図

-１４に示す項目を議論し，その企画を具体化する． 

 
図-14 まちづくりワークショップでの議論内容 

 
Step2：住民主導のまちづくりの力の醸成 

 Step1 の結果により，周辺住民のまちづくりに対

する意識を向上させ，地域でまちの活性化を検討で

きることを目指す． 

Step3：住民主導のまちづくりの実現 

 Step2 で培われた住民主導のまちづくりの力によ

り，地域住民が自らまちづくりを継続することによ

って，「ぶらぶら寄り道したくなるにしきた商店街」

を実現する． 

 
7．本取組みで得られた知見 

 

(1)まとめ 

本稿では，阪急西宮北口駅前のにしきた商店街を

対象に，朝・昼・夜という時間軸に着眼点をおいた

魅力的な商店街づくり方策として，「ぶらぶら寄り

道したくなるにしきた商店街」を目指す姿として，

昼の時間帯でのゾーン２０の導入，夕方から夜の時

間帯の車両通行規制，これらの交通規制と連動した

賑わいづくりに寄与する「(仮称)文化芸術特区」の

設定によるメインストリートの形成，昼の時間帯の

コミュニティ拠点をめざした既存施設の有効活用に

よる「にしきた集いの場」の整備，にしきた地区を

特徴づける地域資源である津門川を活用した「津門

川親水空間」の形成を提案した．さらに，これらの

施策実現の第１ステップとして商店街店主，来訪者，

周辺住民などに施策の必要性と効果を示すとともに，

施策の具体化をめざした社会実験の実施を提案した． 

 

(2)得られた知見 

この取組みの結果，次のような知見が得られた． 

a)賑わいのある良好なまちづくりのための時間軸に

着目した施策展開の必要性 

にしきた商店街の場合は，生活関連の商業店舗が

流出し，昼の時間帯の賑わいが低下し，夜は飲食店

と学習塾の混在による歩行者・クルマの輻輳，まち

の雰囲気の変化といった問題が生じており，個別の

問題点に対する対策を検討するだけでは，良好なま

ちづくりが難しい状況にあった．このため，時間帯

ごとに目指すべきまちの姿を明確にすることで，1

日を通して賑わい創出できる施策の提案を行った． 

こうした時間軸に着目し朝・昼・夜ごとに問題点・

課題を整理し，各時間帯を通してまちのイメージ向

上を目指す施策展開を検討するアプローチは，朝・

昼・夜の時間帯によって人・自転車・クルマの流動

状況が異なる鉄道駅周辺の商店街では有効な手法に

なると考える． 

b)地域と行政の橋渡しする役割を担う組織または人

材の必要性 

今回の取組みでは，地元関係者（商店街）と議論

しながら施策の検討を行うとともに，地元商店街お

よび周辺住民有志の方を対象とする検討結果の発表

会を開催した． 

こうした地元関係者や周辺住民の方々と意見交換

する中で，今回の提案内容および取組みそのものが

地域と行政を橋渡しする役割を担っていると，地域

の方々から評価された． 

これは今回の再生塾のメンバーの中には行政職員，

コンサルタント，交通事業者，地域住民などがおり，

地域と行政をつなぐ提案が出来たものと考えられる

が，今後，地域が主体的に取り組んでいくまちづく

りやエリアマネジメント活動などを進めていく上で

は，こうした地域と行政の橋渡しする役割を担う組

織または人材の必要性が高まっていくものと想定さ

れ，今回の取組みはその一つの方向性を示したもの

と考えられる． 

 
8．おわりに 

 

近年商店街の問題といえば空き店舗が多く空洞化

していることが多いが，にしきた商店街のように一

見問題がないように見えても将来に対する問題点や

不安を抱えている商店街もあることが分かった． 
今回，特性をうまく引き出せ時間軸という着眼点

に行きついたのは，商店街の特性を読み解きその場

所にあった検討を実施したこと，地元関係者及び学
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識経験者，行政，コンサルタントという異なる立場

の人間が，様々な視点から議論を交わしたことで生

まれた結果である． 
また，地域住民とともにまちづくりを行うには，

地域と行政の橋渡しを行う専門家が必要であり，総

合プロデュースができる人材育成を目的とした再生

塾の取り組みに参加することによりその必要性を実

感することができた． 

 
謝辞：今回フィールドとして提供，ヒアリングへの

対応及び発表の場をいただいたにしきた商店街の関

係者の皆様，再生塾の運営に携わる皆さまのご指導，

御助言等に感謝の気持ちを込めてお礼を申しあげま

す． 
付録 

※1 現地踏査により実店舗数を計上．ビル 1 棟に多業

種が存在する場合は，それぞれを別途計上．（平成 25 年

9 月 21 日実施） 

※2 国立社会保障・人口問題研究所 HP：男女･年齢(5

歳)階級別データ--『日本の地域別将来推計人口』（平成

25 年３月推計）をグラフ化 
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